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1. 緒言
我々のグループではゲルマニウム半導体検出器を超える優れたエネルギー分解能を有する超伝

導転移端センサ (TES)を用いた、Puを含む超ウラン元素から放出されるX線および γ線の精密分

光分析に関する研究を行なっている。重金属で作製した吸収体を TESに取り付けることで、数十

keV以上のエネルギーを持つ硬 X線や γ線の検出が可能となる。一方で、高エネルギー分解能で

あること、また検出器サイズも小さいことから、硬X線・γ線検出用 TESで得られるエネルギー

スペクトルは非常に複雑化してしまい、試料中の核種や組成比などを解析することが困難である。

そこで、モンテカルロシミュレーション等を用いて、TESで得られる複雑なエネルギースペクト

ルを解析するための手法を検討した。

2. データの取得
標準線源 (154Euを主要核種とし、152Euと 155Euをそれぞれ 10%程度含む)の測定試験を原子力

機構大洗研究開発センターにて実施し、解析手法を検討するためのエネルギースペクトルを取得

した。測定では、東京大学で製作された Sn吸収体（厚さ 300 µm、面積 500× 500 µm2）を Ir/Au

二層薄膜上に Auバンプポストで接続した TESを使用した。

図 1: 実測と模擬スペクトルの比較結果

3.解析手法と検討結果
検討した解析手法は以下の通りである。

(1) 電子・光子輸送計算コード Electron

Gamma Shower ver.5(EGS5)とライブラリ

から取得した核データを使用して、TES

で得られる核種毎のエネルギースペクト

ルを模擬する。

(2) EGS5による計算で得られたスペクト

ルへ vogit関数を畳込み、温度揺らぎなど

に起因するピークの歪みを加味する。

(3)歪みを考慮した核種毎の模擬スペクト

ルを実測スペクトルに対してフィッティン

グすることで、ピークの分析や線源中の核種の放射能比を算出する。

取得したデータの解析では、スペクトル中の全ピークの計数について統計誤差範囲内で実測ス

ペクトルと模擬スペクトルとが一致し (図 1)、さらに線源中の不純物の組成比についても、算出し

た値と校正証書に記載の値とで一致した。以上の結果より、検討した解析手法が有効であること

が確認できた。
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